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１ 高齢者の状況 

 

（１）人口の推移 
 

① 高齢者人口 

2023（令和５）年９月30日現在の総人口は95,870人となっており、減少傾向が続いています。65歳

以上の高齢者人口及び75歳以上の後期高齢者人口は増加傾向にあり、2019（令和元）年と比較して、

高齢化率は30.8％から32.0％に、後期高齢化率は16.1％から17.7％に上昇しています。高齢者人口に

占める後期高齢者の割合は、前期高齢者の割合を上回っています。 

一方で、０～14歳までの年少人口は、2019（令和元）年の12.5％から2023（令和５）年の11.9％に

下降し、15～64歳までの生産年齢人口は、2019（令和元）年の56.7％から2023（令和５）年の56.1％

に減少しています。 

●人口の推移 単位：人 

 
2019年 

(令和元年) 
2020年 

(令和２年) 
2021年 

(令和３年) 
2022年 

(令和４年) 
2023年 

(令和５年) 

2023年 
(令和５年) 

静岡県 

2023年 
(令和５年) 

全国 

総人口 98,389 97,908 97,103 96,666 95,870 3,553,518 125,416,877 

０～14歳 
12,343 12,261 12,012 11,802 11,411 404,321 14,731,822 

12.5％ 12.5％ 12.4％ 12.2％ 11.9％ 11.4％ 11.7％ 

15～64歳 
55,768 55,154 54,409 54,139 53,755 2,018,444 74,796,061 

56.7％ 56.3％ 56.0％ 56.0％ 56.1％ 56.8％ 59.6％ 

65歳以上 
30,278 30,493 30,682 30,725 30,704 1,091,801 35,888,947 

30.8％ 31.1％ 31.6％ 31.8％ 32.0％ 30.7％ 28.6％ 

 

65～74歳 
14,395 14,492 14,692 14,357 13,705 487,918 16,624,467 

14.6％ 14.8％ 15.1％ 14.9％ 14.3％ 13.7％ 13.3％ 

75歳以上 
15,883 16,001 15,990 16,368 16,999 603,883 19,264,480 

16.1％ 16.3％ 16.5％ 16.9％ 17.7％ 17.0％ 15.4％ 

（資料）住民基本台帳（各年９月末現在）、静岡県は令和５年静岡県推計人口年報 

全国は住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査（2023（令和５）年１月１日現在） 

※年齢不詳者がいるため、年齢別人口の合計と総人口の数は一致しない 
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（資料）住民基本台帳（2023（令和５）年９月末現在） 

② 年齢３区分別人口比率の推移 

本市の年少人口（０～14 歳）の人口比率は減少傾向にあり、2023（令和５）年９月 30 日現在

では 11.9％で、2019（令和元）年の 12.5％と比べて 0.6 ポイント減少しています。 

一方、高齢者人口（65 歳以上）の人口比率は増加傾向にあり、2023（令和５）年９月 30 日現

在では 32.0％で、2019（令和元）年の 30.8％から 1.2 ポイント増加しています。 

●年齢３区分別人口比率の推移 単位：人 

 
2019年 

(令和元年) 
2020年 

(令和２年) 
2021年 

(令和３年) 
2022年 

(令和４年) 
2023年 

(令和５年) 

2023年 
(令和５年) 

静岡県 

2023年 
(令和５年) 

全国 

総人口 98,389 97,908 97,103 96,666 95,870 3,553,518 125,416,877 

０～14歳 
（年少人口） 

12,343 12,261 12,012 11,802 11,411 404,321 14,731,822 

12.5％ 12.5％ 12.4％ 12.2％ 11.9％ 11.4％ 11.7％ 

15～64歳 
（生産年齢人口） 

55,768 55,154 54,409 54,139 53,755 2,018,444 74,796,061 

56.7％ 56.3％ 56.0％ 56.0％ 56.1％ 56.8％ 59.6％ 

65歳以上 
（高齢者人口） 

30,278 30,493 30,682 30,725 30,704 1,091,801 35,888,947 

30.8％ 31.1％ 31.6％ 31.8％ 32.0％ 30.7％ 28.6％ 

（資料）住民基本台帳（各年９月末現在）、静岡県は令和５年静岡県推計人口年報 

全国は住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査（2023（令和５）年１月１日現在） 

※年齢不詳者がいるため、年齢別人口の合計と総人口の数は一致しない 
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（２）高齢者のいる世帯の推移 
 

高齢者のいる世帯数は2023（令和５）年では20,603世帯と年々増加していますが、総世帯数に占め

る割合は、2018（平成30）年以降、ほぼ横ばいとなっています。 

高齢者のいる世帯の構成割合について2018（平成30）年と2023（令和５）年を比較すると、ひとり

暮らし世帯は12.6％から15.0％と2.4ポイント上昇し、高齢者夫婦のみの世帯は11.8％から12.3％と

0.5ポイント上昇しています。 

 

●高齢者のいる世帯の推移 単位：世帯 

 
2018年 

(平成30年) 
2019年 

(令和元年) 
2020年 

(令和２年) 
2021年 

(令和３年) 
2022年 

(令和４年) 
2023年 

(令和５年) 

総世帯数 37,580 37,942 38,300 38,618 38,766 39,210 

高齢者のいる世帯 
19,601 19,777 19,906 20,102 20,185 20,213 

52.2％ 52.1％ 52.0％ 52.1％ 52.1％ 51.6％ 

 

高齢者 
ひとり暮らしの

世帯 

4,752 5,012 5,283 5,486 5,705 5,875 

12.6％ 13.2％ 13.8％ 14.2％ 14.7％ 15.0％ 

高齢者夫婦のみ
の世帯 

4,428 4,514 4,598 4,658 4,726 4,838 

11.8％ 11.9％ 12.0％ 12.1％ 12.2％ 12.3％ 

その他の高齢者
のみの世帯 

487 530 545 576 579 564 

1.3％ 1.4％ 1.4％ 1.5％ 1.5％ 1.4％ 

子らとの 
同居世帯 

9,934 9,721 9,480 9,382 9,175 8,936 

26.4％ 25.6％ 24.8％ 24.3％ 23.7％ 22.8％ 

（資料）高齢者福祉行政の基礎調査（各年４月１日現在） 
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（３）高齢者の就業状況 
 

65歳以上の就業率は、本市は29.4％となっており、静岡県や国だけではなく、近隣市よりも高い就

業率となっています。 

●65 歳以上の就業率（2020（令和２）年国勢調査 就業状態等基本集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65歳以上の就業種別は、「農業，林業」が最も多く、次いで「製造業」、「卸売業，小売業」となって

います。 

●65 歳以上の就業種別・産業大分類（2020（令和２）年国勢調査 就業状態等基本集計） 
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（４）要支援・要介護認定者数の推移 
 

要支援・要介護認定者数は、2018（平成30）年以降は増加傾向にあり、2023（令和５）年には4,562

人となっています。 

 

●認定者数の推移（２号被保険者含む） 単位：人 

 
2018年 

(平成30年) 
2019年 

(令和元年) 
2020年 

(令和２年) 
2021年 

(令和３年) 
2022年 

(令和４年) 
2023年 

(令和５年) 

認定者 3,832 4,022 4,133 4,277 4,368 4,562 

要支援１ 229 266 303 311 326 381 

要支援２ 482 505 469 481 465 552 

要介護１ 762 850 885 989 1,019 1,079 

要介護２ 813 815 874 846 844 893 

要介護３ 631 657 710 734 777 727 

要介護４ 570 580 572 584 597 592 

要介護５ 345 349 320 332 340 338 

（資料）見える化システム：厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（各年３月末現在） 

（2022（令和４）年、2023（令和５）年は月報） 
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（５）第１号被保険者の認定状況 
 

認定率は、静岡県・全国と比較して低く、介護度別にみると要介護２を除く介護度で全国・静岡県

を下回っています。 

 

●介護度別認定率の比較 単位：％ 

 
認定 
なし 

要支援
１ 

要支援
２ 

要介護
１ 

要介護
２ 

要介護
３ 

要介護
４ 

要介護
５ 

島田市 85.4 1.2 1.8 3.5 2.9 2.3 1.9 1.1 

静岡県 83.0 2.0 2.3 4.1 2.9 2.4 2.1 1.2 

全国 80.7 2.8 2.7 4.0 3.2 2.5 2.5 1.6 

（資料）厚生労働省「介護保険事業状況報告」月報（2023（令和５）年９月末現在暫定値） 
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（６）認知症高齢者の日常生活自立度の状況 
 

認知症高齢者の日常生活自立度を認定区分別にみると、要支援１、２では、自立が最も多く60％以

上を占めています。要介護１、２では、Ⅱbが最も多くを占めますが、要介護度が上がるにつれ減少し、

Ⅲa以上が増加しています。要介護３、４では、Ⅲaが４割程度を占め、要介護５では、Ⅳが44.3％と

最も多くを占めています。 

 

●認知症高齢者の日常生活自立度の状況（2023（令和５）年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）認定支援システム出力数値 

 

 

ランク 判定基準 

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 

Ⅱ 
日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意して

いれば自立できる。 

 
Ⅱa 家庭外で上記Ⅱの状態が見られる。 

Ⅱb 家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。 

Ⅲ 日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。 

 
Ⅲa 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 

Ⅲb 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる。 

Ⅳ 
日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要と

する。 

Ｍ 著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。 

（資料）厚生労働省「「認知症高齢者の日常生活自立度判定基準」の活用について」 
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２ 2040（令和 22）年の状況と課題 

 

（１）人口の推計 
 

本市の人口は、減少傾向のまま計画期間の最終年度である2026（令和８）年には93,687人となり、

2040（令和22）年には80,932人となる予測です。この間、生産年齢人口（15～64歳）割合は減少傾向

にあり、高齢化率と後期高齢化率は増加し続けます。 

また、前期高齢者（65～74歳）の人数は、2035（令和17）年まで減少し続け、後期高齢者（75歳以

上）の人数は2030（令和12）年までは増加することが予測されます。 

 

●人口の推計 単位：人 

 
2024年 

（令和６年） 
2025年 

（令和７年） 
2026年 

（令和８年） 
2030年 

（令和12年） 
2035年 

（令和17年） 
2040年 

（令和22年） 

総人口 95,173 94,442 93,687 90,448 85,884 80,932 

０～14歳 
（年少人口） 

11,171 10,896 10,639 9,582 8,532 7,912 

11.7％ 11.5％ 11.4％ 10.6％ 9.9％ 9.8％ 

15～64歳 
（生産年齢人口） 

53,231 52,804 52,282 50,533 47,714 43,393 

55.9％ 55.9％ 55.8％ 55.9％ 55.6％ 53.6％ 

65歳以上 
（高齢者人口） 

30,771 30,742 30,766 30,333 29,638 29,627 

32.3％ 32.6％ 32.8％ 33.5％ 34.5％ 36.6％ 

 

65～74歳 
（前期高齢者） 

13,155 12,701 12,458 11,706 11,504 12,389 

13.8％ 13.4％ 13.3％ 12.9％ 13.4％ 15.3％ 

75歳以上 
（後期高齢者） 

17,616 18,041 18,308 18,627 18,134 17,238 

18.5％ 19.1％ 19.5％ 20.6％ 21.1％ 21.3％ 

（資料）住民基本台帳（2019（令和元）年～2023（令和５）年の各年９月末現在）の実績値を基に 

コーホート変化率法により算出 
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●生産年齢人口割合、高齢化率、後期高齢化率の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●前期高齢者（64～75 歳）、後期高齢者（75歳以上）の推計 
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（２）要支援・要介護認定者の推計 
 

要支援・要介護認定者数の推計にあたっては、人口推計を基に、2024（令和６）年から2026（令和

８）年までの３年間及び2030（令和12）年、2035（令和17）年、2040（令和22）年の要支援・要介護

認定者（第１号被保険者・第２号被保険者の総数）を推計しました。 

要支援・要介護認定者数は増加傾向にあり、2026（令和８）年に4,888人となり、2040（令和22）年

には5,362人となる予測です。 

認定区分別にみると、高齢化に伴い、いずれの認定区分においても増加することが予想されます。 

 

●認定者数の推計（２号被保険者含む） 単位：人 

 
2024年 

（令和６年） 
2025年 

（令和７年） 
2026年 

（令和８年） 
2030年 

（令和12年） 
2035年 

（令和17年） 
2040年 

（令和22年） 

認定者数 4,734 4,837 4,888 5,131 5,348 5,362 

要支援１ 386 394 399 422 434 422 

要支援２ 560 572 573 593 611 597 

要介護１ 1,175 1,204 1,214 1,279 1,341 1,327 

要介護２ 898 919 934 979 1,023 1,038 

要介護３ 777 798 807 845 887 915 

要介護４ 579 583 588 617 645 650 

要介護５ 359 367 373 396 407 413 

（資料）見える化システム 
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（３）認知症高齢者数の推計 
 

平成29年版高齢社会白書（内閣府）によると、65歳以上の高齢者の認知症患者数と有病率の将来推

計は、2012（平成24）年は認知症患者数が462万人と、65歳以上の高齢者の約７人に１人（有病率15.0％）

であったのに対し、2025（令和７）年には約700万人（約５人に１人）、2040（令和22）年には約950万

人（約４人に１人）になると見込まれています。 

これを島田市にあてはめると、2025（令和７）年には約5,700人、2040（令和22）年には約6,100人

（認知症有病率が一定の場合。認知症有病率が上昇する場合は2025（令和７）年に約6,100人、2040

（令和22）年に約7,300人）の認知症患者がいることが予想されます。 

 

●【参考】65 歳以上の認知症患者数と有病率の将来推計（国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※長期の断続的な認知症の有病率調査を行っている福岡県久山町研究データに基づいた、 

・各年齢層の認知症有病率が、2012（平成24）年以降一定と仮定した場合 

・各年齢層の認知症有病率が、2012（平成24）年以降も糖尿病有病率の増加により上昇すると仮定した場合 

（久山町研究からモデルを作成すると、年齢、性別、生活習慣（糖尿病）の有病率が認知症の有病率に影響するこ

とがわかった。本推計では2060（令和42）年までに糖尿病有病率が20％増加すると仮定した。） 

（資料）「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」より作成 

（2014（平成26）年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学二宮教授） 
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すぐ隣を歩いている高齢者が実は認知症の方なのかもしれない時代です。 

認知症の正しい理解（認知症になったからといって全てわからなくなってしまうわけではないので

す。）が必要です。 

一人で困っていませんか？ご本人やご家族が困ったときに相談できる場所があります。（各地域には

高齢者の総合相談窓口である高齢者あんしんセンターや認知症カフェ等があります。） 

皆で「さりげない見守りや声掛け」ができれば、認知症があってもなくても、皆が住みなれた地域で

生活を続けていけると考えます。 

ＭＣＩ（軽度認知障害）への早期の気づきや取組を実施することが、認知機能の維持等には大切です。 

 

 

 

 

 

ＭＣＩの状態は必ずしも認知症になるとは限らない状態です。早期から適正な関わり（介護予防等）

を行うことにより、14～44％の方が健常に回復すると言われています。介護予防（社会的・身体的・心

理的なフレイル予防）への取組を早期から行いましょう。 

 

 

ＭＣＩとは認知症とのグレーゾーン 

正常とは言えないが、認知症とも診断できるレベルではない、 

認知症の前駆状態 

 

 

 

健常       ＭＣＩ       認知症 

 

 

 

 

 

 

認知症にやさしい街を目指して 

ＭＣＩ（軽度認知障害）ご存じですか？ 

14～44％回復 10％１年後に発症 

１年後に発症１～２％ 
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（４）ひとり暮らし世帯の推計 
 

ひとり暮らし世帯の推計をはじめとする各種世帯数の推計にあたっては、世帯数の実績と人口推計

で算出した高齢者数等をもとに推計しています。2040（令和22）年の世帯数の推計は、国立社会保障・

人口問題研究所「日本の世帯数将来推計（都道府県別推計）」（2019（令和元）年４月推計）における、

静岡県の年齢５歳階級別・家族類型別世帯割合に基づき、推計しています。 

高齢者ひとり暮らしの世帯は、2040（令和22）年には6,019世帯となり、高齢者のいる世帯のうち

35.5％を占める見込みとなっています。 

 

●ひとり暮らし世帯の推計 単位：世帯 

 
2024年 

（令和６年） 
2025年 

（令和７年） 
2026年 

（令和８年） 
2040年 

（令和22年） 

総世帯数 39,373 39,680 39,990 35,518 

 

高齢者のいる世帯 20,484 20,635 20,787 16,939 

 

高齢者ひとり暮らしの世帯 6,251 6,543 6,849 6,019 

高齢夫婦のみの世帯 4,883 4,963 5,044 5,143 

上記以外の高齢者のいる世帯 9,450 9,305 9,164 5,777 

※上記以外の高齢者のいる世帯数は 

「夫婦と子から成る世帯」「ひとり親と子から成る世帯」「その他一般世帯」の合計 
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（５）2040（令和 22）年に予想される課題 
 

国の推計によると、2040（令和22）年には65歳以上の人口が全人口の約35％となると推計されてい

ます。人口構造の推移を見ると、今後は「高齢者の急増」から「現役世代の急減・後期高齢者の急増」

に局面が変化していくことが予想されます。これにより、労働力不足が深刻となり、社会保障財源が

ひっ迫し、介護人材についても深刻な不足を招くと推測されるほか、地域経済や防災、公共交通、ま

ちの賑わい等の様々な面に影響を与え、地域の活力を低下させる可能性があります。また、「現役世代

の急減・後期高齢者の急増」は支援や介護が必要になる割合が増える後期高齢者（75歳以上）を支え

られる側とし、支える側を20歳～74歳の成人としたバランスも支える側の減少へとつながります。 

具体的には、以下のような高齢者福祉に関する課題が想定されます。 
 

●2040（令和 22）年の高齢者福祉における想定される課題 

○現役世代の減少 

○後期高齢者の増加 

○要介護認定者の増加 

○独居高齢者の増加 ○介護人材の不足 

○介護給付費の増加 ○介護保険料の負担増 

○医療資源の不足  ○公共交通の衰退 

○高齢者事故の増加（車を手放せない） 

○買い物難民の増加 

このような課題に対して、誰もが長く元気に活躍できる社会の実現を目指して、以下のような取組

を進めることが必要です。 

○雇用・年金制度改革等多様な就労・社会参加 

 70歳までの就業機会の確保 

 就職氷河期世代の方々の活躍の場をさらに広げるための支援 

 中途採用の拡大、副業・兼業の促進 

 地域共生・地域の支え合い 

 人生100年時代に向けた年金制度改革 

○健康寿命の延伸 

 次世代を含めたすべての人の健やかな生活習慣形成等 

 疾病予防・重度化予防 

 介護予防・フレイル対策、認知症予防 

○医療・福祉サービス改革 

 ロボット・ＡＩ・ＩＣＴ等の実用化推進、データヘルス改革 

 タスクシフティングを担う人材の育成、シニア人材の活用推進 

 組織マネジメント改革 

 経営の大規模化・協働化 
 

●支えられる側（75 歳以上）と支える側（20～74 歳）のバランス 

 2023（令和５）年 2025（令和７）年 2040（令和22）年 

75歳以上の高齢者 
１人に対する 
20～74歳の人数 

 
 
 
 
 

3.71人 

 
 
 
 
 

3.39人 

 
 
 
 
 

3.06人 

高齢化の動向 
団塊の世代は 
前期高齢者 

団塊の世代は 
後期高齢者 

団塊ジュニアの世代は 
前期高齢者 
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３ 日常生活圏域の状況 

 

（１）日常生活圏域の設定 
 

本市では、地理的条件、人口規模、交通事情、介護給付等対象サービスを提供するための施設の整

備状況などを総合的に勘案し、中学校区を基本として考えます。北中学校区が島田第一中学校区に統

合されたため、第９次高齢者保健福祉計画（第８期介護保険事業計画）で設定した７圏域から、６圏

域に変更しました。 

 

 

●日常生活圏域図 

 

 

 

川根中学校区 

島田第一中学校区 

島田第二中学校区 

六合中学校区 

初倉中学校区 

金谷中学校区 
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初倉中学校区 

地    域：湯日、牧之原、阪本、船木、大柳、 

大柳南、中河、井口、南原、岡田、 

月坂 

人 口：12,924 人 

高齢者数：3,968 人（高齢化率 30.7％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023（令和５）年 10 月１日現在 

島田第二中学校区 

地 域：大川町、新町通、南、高砂町、 

本通三～七丁目、宝来町、幸町、 

中央町、柳町、大津通、新田町、

祇園町、旗指、中河町、元島田、

元島田東町、旭、松葉町、 

御仮屋町、野田、落合、尾川、 

大草、千葉、ばらの丘 

人 口：22,332 人 

高齢者数：6,838 人（高齢化率：30.6％） 

六合中学校区 

地 域：道悦、道悦島、高島町、御請、 

細島、東町、阿知ケ谷、東光寺、 

岸町、岸 

人 口：16,226 人 

高齢者数：4,118 人（高齢化率：25.4％） 

金谷中学校区 

地 域：神谷城、菊川、切山、牧之原、佐夜鹿、

金谷猪土居、金谷富士見町、 

金谷金山町、金谷新町、金谷坂町、 

金谷城山町、金谷南町、金谷田町、 

金谷本町、金谷緑町、金谷古横町、 

金谷都町、金谷上十五軒、 

金谷下十五軒、金谷清水、金谷天王町、 

金谷二軒家、金谷中町、金谷扇町、 

金谷宮崎町、金谷栄町、金谷代官町、 

金谷根岸町、金谷泉町、金谷東、高熊、 

福用、神尾、横岡、横岡新田、竹下、 

牛尾、島、番生寺、大代、志戸呂 

人 口：17,732 人 

高齢者数：6,343 人（高齢化率：35.8％） 

島田第一中学校区 

地    域：河原、稲荷、向谷、大井町、 

三ッ合町、向谷元町、扇町、日之出町、 

本通一・二丁目、向島町、宮川町、 

中溝町、中溝、若松町、栄町、横井、 

伊太、相賀、神座、鵜網、伊久美、 

身成、笹間下 

人 口：22,576 人 

高齢者数：7,416 人（高齢化率：32.8％） 

川根中学校区 

地 域：川根町抜里、川根町家山、

川根町葛籠、川根町身成、 

川根町上河内、川根町笹間渡、 

川根町笹間下、川根町笹間上 

人 口：4,080 人 

高齢者数：2,021 人（高齢化率：49.5％） 
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（２）圏域別の状況 
 

〈島田市全体〉 

人口 95,870人 

65歳以上人口 
（高齢化率） 

30,704人 
（32.0％） 

要支援認定者数 933人 

75歳以上人口 
（後期高齢化率） 

16,999人 
（17.7％） 

要介護認定者数 3,629人 

2023（令和５）年10月１日現在 

日常生活圏域の特徴 

●高齢化率の最も高い川根中学校区と最も低い六合中学校区とでは、24.1ポイントの差となってい

る。 

●後期高齢化率の最も高い川根中学校区と最も低い六合中学校区とでは、16.2ポイントの差となっ

ている。 

●認定率の最も高い島田第二中学校区と最も低い初倉中学校区とでは、4.9ポイントの差となって

いる。 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を千とした場合）では、要支援１・２、要介護１

の軽度者の割合が最も高い圏域は、川根中学校区であり、次いで島田第一中学校区・島田第二中

学校区の順となっている。また、要介護４・５の重度者の割合が最も高い圏域は、川根中学校区

であり、次いで島田第二中学校区、金谷中学校区の順となっている。 

 

(単位：人) 
島田市 
全体 

島田第一 
中学校区 

島田第二 
中学校区 

六合 
中学校区 

初倉 
中学校区 

金谷 
中学校区 

川根 
中学校区 

人口 95,870 22,576 22,332 16,226 12,924 17,732 4,080 

高齢者数 
30,704 7,416 6,838 4,118 3,968 6,343 2,021 

32.0％ 32.8％ 30.6％ 25.4％ 30.7％ 35.8％ 49.5％ 

 
後期 

高齢者数 

16,999 4,196 3,913 2,089 2,004 3,608 1,189 

17.7％ 18.6％ 17.5％ 12.9％ 15.5％ 20.3％ 29.1％ 

認定者数 
4,562 1,098 1,169 514 485 959 337 

14.8％ 14.8％ 17.1％ 12.5％ 12.2％ 15.1％ 16.7％ 

※認定率：要支援・要介護認定者数／第１号被保険者数 
※島田市全体の認定者数（第１号被保険者数）には住所地特例者を含まない 

●圏域別高齢者・後期高齢者数（割合） 
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●圏域別要支援・要介護認定者数（割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を千とした場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●パワーリハビリ教室参加者数（2023（令和５）年度見込）  ●しまトレ参加者数（2023（令和５）年度９月末現在） 
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●介護（介護予防）サービス利用者数（2023（令和５）年 10 月審査分） 

居宅サービス 
人 利用率％  

地域密着型サービス 
人 利用率％ 

月利用人数 対認定者数  月利用人数 対認定者数 

訪問介護 474 10.4%  認知症対応型通所介護 0 0.0% 

訪問入浴介護 102 2.2%  小規模多機能型居宅介護 165 3.6% 

訪問看護 278 6.1%  認知症対応型共同生活介護 210 4.6% 

訪問リハビリテーション 61 1.3%  地域密着型通所介護 381 8.4% 

通所介護 913 20.0%     

通所リハビリテーション 285 6.2%  
施設サービス 

人 利用率％ 

短期入所生活介護 300 6.6%  月利用人数 対認定者数 

短期入所療養介護 21 0.5%  介護老人福祉施設 408 8.9% 

居宅療養管理指導 632 13.9%  介護老人保健施設 447 9.8% 

特定施設入居者生活介護 222 4.9%  介護療養型医療施設 1 0.0% 

福祉用具貸与 1,850 40.6%  介護医療院 16 0.4% 

※利用率＝利用人数／2023（令和５）年９月末現在認定者数 

※島田市全体には住所地特例者を含む 

 

●地域の資源 

居宅介護支援 25 か所  短期入所生活介護 9 か所 

訪問介護・総合事業訪問介護 16 か所  短期入所療養介護 3 か所 

訪問入浴介護 3 か所  福祉用具貸与・福祉用具販売 5 か所 

訪問看護 7 か所  小規模多機能型居宅介護 8 か所 

訪問リハビリテーション 1 か所  特定施設入居者生活介護 7 か所 

通所リハビリテーション 3 か所  認知症対応型共同生活介護 14 か所 

通所介護・総合事業通所介護 21 か所  介護老人福祉施設 8 か所 

地域密着型通所介護・総合事業通所介護 19 か所  介護老人保健施設 4 か所 

おでかけデイサービス 4 か所  その他の高齢者の住まい 8 か所 

2023（令和５）年 11 月現在 
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① 島田第一中学校区 

地域包括支援センター 
高齢者あんしんセンター第一 

（島田第一中学校区地域包括支援センター） 

 

人口 22,576人 

65歳以上人口 
（高齢化率） 

7,416人 
（32.8％） 

要支援認定者数 250人 

75歳以上人口 
（後期高齢化率） 

4,196人 
（18.6％） 

要介護認定者数 848人 

2023（令和５）年10月１日現在 

 

介護老人福祉施設 
(特別養護老人ホーム) 

認知症対応型 
共同生活介護 

（グループホーム） 

特定施設入居者 
生活介護 

介護老人保健施設 

０施設 ６施設（定員81人） ０施設 ２施設（定員120人） 

 

地理的特徴 

●島田駅以西の中心市街地から北部の山林地域までの広い範囲。 

●小学校区：第一小学校、第二小学校、第三小学校の一部、伊太小学校、相賀小学校、神座小学校、

伊久美小学校（2024（令和６）年４月より伊太小学校、相賀小学校、神座小学校、伊久美小学校

は第一小学校に統合） 

●地区社協：第三小学校区地区社協 

●公共交通機関：ＪＲ島田駅、バス路線 

●医療機関や商店は島田駅以西の中心市街地に偏在している。 

●古くからの市街地では、新しい住民の転入が少なく、地域全体で高齢化していく傾向がある。山

林地域においては農業に従事する人が多く、地域のつながりが強い。 

 

高齢者の状況 

●高齢化率は32.8％と市全体（32.0％）を0.8ポイン

ト上回っている。 

●後期高齢化率は18.6％と市全体（17.7％）を0.9ポ

イント上回っている。 

●認定率は14.8％と市全体（14.8％）と同率となっ

ている。 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を

千とした場合）では、要支援１・２、要介護１の

軽度者の割合は23人と市全体（21）を２人上回っ

ている。また、要介護４・５の重度者は８人と市

全体（10）を２人下回っている。 

 

 

 

 



第２章 高齢者を取り巻く状況 

33 

●人口の推移                ●高齢化率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※2025（令和７）年、2040（令和22）年は推計値 

 

●介護（介護予防）サービス利用者数（2023（令和５）年 10 月審査分） 

居宅サービス 
人 利用率％  

地域密着型サービス 
人 利用率％ 

月利用人数 対認定者数  月利用人数 対認定者数 

訪問介護 128 11.7%  認知症対応型通所介護 0 0.0% 

訪問入浴介護 30 2.7%  小規模多機能型居宅介護 47 4.3% 

訪問看護 88 8.0%  認知症対応型共同生活介護 64 5.8% 

訪問リハビリテーション 16 1.5%  地域密着型通所介護 131 11.9% 

通所介護 186 16.9%     

通所リハビリテーション 63 5.7%  
施設サービス 

人 利用率％ 

短期入所生活介護 59 5.4%  月利用人数 対認定者数 

短期入所療養介護 4 0.4%  介護老人福祉施設 22 2.0% 

居宅療養管理指導 190 17.3%  介護老人保健施設 117 10.7% 

特定施設入居者生活介護 59 5.4%  介護療養型医療施設 1 0.1% 

福祉用具貸与 474 43.2%  介護医療院 2 0.2% 

※利用率＝利用人数／2023（令和５）年９月末現在認定者数 

 

●地域の資源 

居宅介護支援 2 か所  短期入所生活介護 0 か所 

訪問介護・総合事業訪問介護 4 か所  短期入所療養介護 1 か所 

訪問入浴介護 0 か所  福祉用具貸与・福祉用具販売 0 か所 

訪問看護 2 か所  小規模多機能型居宅介護 2 か所 

訪問リハビリテーション 0 か所  特定施設入居者生活介護 0 か所 

通所リハビリテーション 1 か所  認知症対応型共同生活介護 6 か所 

通所介護・総合事業通所介護 1 か所  介護老人福祉施設 0 か所 

地域密着型通所介護・総合事業通所介護 6 か所  介護老人保健施設 2 か所 

おでかけデイサービス 1 か所  その他の高齢者の住まい 1 か所 

2023（令和５）年 11 月現在 
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② 島田第二中学校区 

地域包括支援センター 
高齢者あんしんセンター第二 

（島田第二中学校区地域包括支援センター） 

 

人口 22,332人 

65歳以上人口 
（高齢化率） 

6,838人 
（30.6％） 

要支援認定者数 250人 

75歳以上人口 
（後期高齢化率） 

3,913人 
（17.5％） 

要介護認定者数 919人 

2023（令和５）年10月１日現在 

 

介護老人福祉施設 
(特別養護老人ホーム) 

認知症対応型 
共同生活介護 

（グループホーム） 

特定施設入居者 
生活介護 

介護老人保健施設 

２施設（定員124人） ２施設（定員35人） １施設（定員60人） ０施設 

 

地理的特徴 

●島田駅以東の中心市街地から北に広がり、山間部もある。 

●小学校区：第三小学校の一部、第四小学校、第五小学校、大津小学校 

●地区社協：御仮屋町地区社協、第三小学校区地区社協、第四小学校区地区社協、大津地区社協 

●公共交通機関：ＪＲ島田駅、バス路線 

●医療機関や商店は中心市街地に集中し、中心部を離れた地域には少ない。 

●比較的集合住宅が多く、都市型の課題も出てきている。 

 

高齢者の状況 

●高齢化率は30.6％と市全体（32.0％）を1.4ポイン

ト下回り、市内で２番目に低い。 

●後期高齢化率は17.5％と市全体（17.7％）を0.2ポ

イント下回っている。 

●認定率は17.1％と市全体（14.8％）を2.3ポイント

上回り、市内で最も高い。 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を

千とした場合）では、要支援１・２、要介護１の

軽度者の割合は23人と市全体（21）を２人上回っ

ている。また、要介護４・５の重度者は12人と市

全体（10）を２人上回っている。重度者が多い要

因としては介護老人福祉施設や認知症対応型共

同生活介護が２施設あることが考えられる。 

●パワーリハビリ教室の参加者数が市内で最も多

い。 
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●人口の推移                ●高齢化率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
※2025（令和７）年、2040（令和22）年は推計値 

 

●介護（介護予防）サービス利用者数（2023（令和５）年 10 月審査分） 

居宅サービス 
人 利用率％  

地域密着型サービス 
人 利用率％ 

月利用人数 対認定者数  月利用人数 対認定者数 

訪問介護 123 10.5%  認知症対応型通所介護 0 0.0% 

訪問入浴介護 20 1.7%  小規模多機能型居宅介護 35 3.0% 

訪問看護 66 5.6%  認知症対応型共同生活介護 55 4.7% 

訪問リハビリテーション 18 1.5%  地域密着型通所介護 90 7.7% 

通所介護 231 19.8%     

通所リハビリテーション 62 5.3%  
施設サービス 

人 利用率％ 

短期入所生活介護 74 6.3%  月利用人数 対認定者数 

短期入所療養介護 7 0.6%  介護老人福祉施設 128 10.9% 

居宅療養管理指導 138 11.8%  介護老人保健施設 109 9.3% 

特定施設入居者生活介護 46 3.9%  介護療養型医療施設 0 0.0% 

福祉用具貸与 438 37.5%  介護医療院 7 0.6% 

※利用率＝利用人数／2023（令和５）年９月末現在認定者数 

 

●地域の資源 

居宅介護支援 9 か所  短期入所生活介護 3 か所 

訪問介護・総合事業訪問介護 5 か所  短期入所療養介護 0 か所 

訪問入浴介護 1 か所  福祉用具貸与・福祉用具販売 3 か所 

訪問看護 5 か所  小規模多機能型居宅介護 2 か所 

訪問リハビリテーション 0 か所  特定施設入居者生活介護 1 か所 

通所リハビリテーション 0 か所  認知症対応型共同生活介護 2 か所 

通所介護・総合事業通所介護 4 か所  介護老人福祉施設 2 か所 

地域密着型通所介護・総合事業通所介護 5 か所  介護老人保健施設 0 か所 

おでかけデイサービス 1 か所  その他の高齢者の住まい 4 か所 

2023（令和５）年 11 月現在 
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③ 六合中学校区 

地域包括支援センター 
高齢者あんしんセンター六合 

（六合中学校区地域包括支援センター） 

 

人口 16,226人 

65歳以上人口 
（高齢化率） 

4,118人 
（25.4％） 

要支援認定者数 97人 

75歳以上人口 
（後期高齢化率） 

2,089人 
（12.9％） 

要介護認定者数 417人 

2023（令和５）年10月１日現在 

 

介護老人福祉施設 
(特別養護老人ホーム) 

認知症対応型 
共同生活介護 

（グループホーム） 

特定施設入居者 
生活介護 

介護老人保健施設 

０施設 ３施設（定員45人） ２施設（定員144人） １施設（定員150人） 

 

地理的特徴 

●市の東端に位置し、藤枝市に隣接している。 

●小学校区：六合小学校、六合東小学校 

●地区社協：道悦島地区社協、岸町地区社協、阿知ケ谷・東光寺地区社協、東町地区社協 

●公共交通機関：ＪＲ六合駅、バス路線 

●若い世代が多く、比較的高齢化率が低い。 

●医療機関が点在し、山間部を除き買い物環境も比較的整っている。 

 

高齢者の状況 

●高齢化率は25.4％と市全体（32.0％）を6.6ポイン

ト下回り、市内で最も低い。 

●後期高齢化率は12.9％と市全体（17.7％）を4.8ポ

イント下回り、市内で最も低い。 

●認定率は12.5％と市全体（14.8％）を2.3ポイント

下回り、市内で２番目に低い。 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を

千とした場合）では、要支援１・２、要介護１の

軽度者の割合は13人と市全体（21）を８人下回っ

ている。また、要介護４・５の重度者は６人と市

全体（10）を４人下回っている。 

 

 

 



第２章 高齢者を取り巻く状況 

37 

●人口の推移                ●高齢化率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
※2025（令和７）年、2040（令和22）年は推計値 

 

●介護（介護予防）サービス利用者数（2023（令和５）年 10 月審査分） 

居宅サービス 
人 利用率％  

地域密着型サービス 
人 利用率％ 

月利用人数 対認定者数  月利用人数 対認定者数 

訪問介護 54 10.5%  認知症対応型通所介護 0 0.0% 

訪問入浴介護 9 1.8%  小規模多機能型居宅介護 24 4.7% 

訪問看護 20 3.9%  認知症対応型共同生活介護 34 6.6% 

訪問リハビリテーション 7 1.4%  地域密着型通所介護 16 3.1% 

通所介護 124 24.1%     

通所リハビリテーション 40 7.8%  
施設サービス 

人 利用率％ 

短期入所生活介護 25 4.9%  月利用人数 対認定者数 

短期入所療養介護 2 0.4%  介護老人福祉施設 11 2.1% 

居宅療養管理指導 70 13.6%  介護老人保健施設 49 9.5% 

特定施設入居者生活介護 23 4.5%  介護療養型医療施設 0 0.0% 

福祉用具貸与 226 44.0%  介護医療院 1 0.2% 

※利用率＝利用人数／2023（令和５）年９月末現在認定者数 

 

●地域の資源 

居宅介護支援 3 か所  短期入所生活介護 0 か所 

訪問介護・総合事業訪問介護 3 か所  短期入所療養介護 1 か所 

訪問入浴介護 0 か所  福祉用具貸与・福祉用具販売 0 か所 

訪問看護 0 か所  小規模多機能型居宅介護 1 か所 

訪問リハビリテーション 0 か所  特定施設入居者生活介護 2 か所 

通所リハビリテーション 1 か所  認知症対応型共同生活介護 3 か所 

通所介護・総合事業通所介護 5 か所  介護老人福祉施設 0 か所 

地域密着型通所介護・総合事業通所介護 0 か所  介護老人保健施設 1 か所 

おでかけデイサービス 0 か所  その他の高齢者の住まい 1 か所 

2023（令和５）年 11 月現在 
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④ 初倉中学校区 

地域包括支援センター 
高齢者あんしんセンター初倉 

（初倉中学校区地域包括支援センター） 

 

人口 12,924人 

65歳以上人口 
（高齢化率） 

3,968人 
（30.7％） 

要支援認定者数 95人 

75歳以上人口 
（後期高齢化率） 

2,004人 
（15.5％） 

要介護認定者数 390人 

2023（令和５）年10月１日現在 

 

介護老人福祉施設 
(特別養護老人ホーム) 

認知症対応型 
共同生活介護 

（グループホーム） 

特定施設入居者 
生活介護 

介護老人保健施設 

２施設（定員150人） １施設（定員18人） ０施設 ０施設 

 

地理的特徴 

●市の南端に位置し、吉田町に隣接している。 

●小学校区：初倉小学校、初倉南小学校 

●地区社協：初倉南小学校区地区社協 

●公共交通機関：バス路線 

●医療機関や商店は中心部に集中し、周辺部には少ない。 

 

高齢者の状況 

●高齢化率は30.7％と市全体（32.0％）を1.3ポイン

ト下回っている。 

●後期高齢化率は15.5％と市全体（17.7％）を2.2ポ

イント下回り、市内で２番目に低い。 

●認定率は12.2％と市全体（14.8％）を2.6ポイント

下回り、市内で最も低い。 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を

千とした場合）では、要支援１・２、要介護１の

軽度者の割合は14人と市全体（21）を７人下回っ

ている。また、要介護４・５の重度者は10人と市

全体（10）と同数となっている。 

●認定率が市内で最も低い一方で、要介護４・５の

重度者は10人と市全体（10）と同数となっている

要因としては、介護老人福祉施設が圏域内に２施

設あることが考えられる。 
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●人口の推移                ●高齢化率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
※2025（令和７）年、2040（令和22）年は推計値 

 

●介護（介護予防）サービス利用者数（2023（令和５）年 10 月審査分） 

居宅サービス 
人 利用率％  

地域密着型サービス 
人 利用率％ 

月利用人数 対認定者数  月利用人数 対認定者数 

訪問介護 40 8.2%  認知症対応型通所介護 0 0.0% 

訪問入浴介護 10 2.1%  小規模多機能型居宅介護 8 1.6% 

訪問看護 25 5.2%  認知症対応型共同生活介護 15 3.1% 

訪問リハビリテーション 3 0.6%  地域密着型通所介護 15 3.1% 

通所介護 136 28.0%     

通所リハビリテーション 35 7.2%  
施設サービス 

人 利用率％ 

短期入所生活介護 50 10.3%  月利用人数 対認定者数 

短期入所療養介護 0 0.0%  介護老人福祉施設 73 15.1% 

居宅療養管理指導 41 8.8%  介護老人保健施設 37 7.6% 

特定施設入居者生活介護 9 1.9%  介護療養型医療施設 0 0.0% 

福祉用具貸与 210 43.3%  介護医療院 2 0.4% 

※利用率＝利用人数／2023（令和５）年９月末現在認定者数 

 

●地域の資源 

居宅介護支援 5 か所  短期入所生活介護 2 か所 

訪問介護・総合事業訪問介護 2 か所  短期入所療養介護 0 か所 

訪問入浴介護 1 か所  福祉用具貸与・福祉用具販売 1 か所 

訪問看護 0 か所  小規模多機能型居宅介護 1 か所 

訪問リハビリテーション 0 か所  特定施設入居者生活介護 0 か所 

通所リハビリテーション 0 か所  認知症対応型共同生活介護 1 か所 

通所介護・総合事業通所介護 5 か所  介護老人福祉施設 2 か所 

地域密着型通所介護・総合事業通所介護 1 か所  介護老人保健施設 0 か所 

おでかけデイサービス 0 か所  その他の高齢者の住まい 0 か所 

2023（令和５）年 11 月現在 
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⑤ 金谷中学校区 

地域包括支援センター 
高齢者あんしんセンター金谷 

（金谷中学校区地域包括支援センター） 

 

人口 17,732人 

65歳以上人口 
（高齢化率） 

6,343人 
（35.8％） 

要支援認定者数 162人 

75歳以上人口 
（後期高齢化率） 

3,608人 
（20.3％） 

要介護認定者数 797人 

2023（令和５）年10月１日現在 

 

介護老人福祉施設 
(特別養護老人ホーム) 

認知症対応型 
共同生活介護 

（グループホーム） 

特定施設入居者 
生活介護 

介護老人保健施設 

３施設（定員170人） １施設（定員18人） ４施設（定員220人） １施設（定員150人） 

 

地理的特徴 

●大井川右岸に位置し、平地、牧之原台地、山間地からなる。 

●小学校区：金谷小学校、五和小学校 

●地区社協：金谷地区社協 

●公共交通機関：ＪＲ金谷駅、大井川鐵道、バス路線 

●一部の地域では、比較的医療機関の受診環境、買い物環境が整っている。 

 

高齢者の状況 

●高齢化率は35.8％と市全体（32.0％）を3.8ポイン

ト上回り、市内で２番目に高い。 

●後期高齢化率は20.3％と、市全体（17.7％）を2.6

ポイント上回り、市内で２番目に高い。 

●認定率は15.1％と市全体（14.8％）を0.3ポイント

上回っている。 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を

千とした場合）では、要支援１・２、要介護１の

軽度者の割合は22人と市全体（21）を１人上回っ

ている。また、要介護４・５の重度者は11人と市

全体（10）を１人上回っている。 

●しまトレ参加者数が市内で最も多い。 
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●人口の推移                ●高齢化率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
※2025（令和７）年、2040（令和22）年は推計値 

 

●介護（介護予防）サービス利用者数（2023（令和５）年 10 月審査分） 

居宅サービス 
人 利用率％  

地域密着型サービス 
人 利用率％ 

月利用人数 対認定者数  月利用人数 対認定者数 

訪問介護 84 8.8%  認知症対応型通所介護 0 0.0% 

訪問入浴介護 25 2.6%  小規模多機能型居宅介護 26 2.7% 

訪問看護 54 5.6%  認知症対応型共同生活介護 32 3.3% 

訪問リハビリテーション 13 1.4%  地域密着型通所介護 124 12.9% 

通所介護 123 12.8%     

通所リハビリテーション 81 8.4%  
施設サービス 

人 利用率％ 

短期入所生活介護 61 6.4%  月利用人数 対認定者数 

短期入所療養介護 8 0.8%  介護老人福祉施設 115 12.0% 

居宅療養管理指導 141 14.7%  介護老人保健施設 112 11.7% 

特定施設入居者生活介護 63 6.6%  介護療養型医療施設 0 0.0% 

福祉用具貸与 336 35.0%  介護医療院 3 0.3% 

※利用率＝利用人数／2023（令和５）年９月末現在認定者数 

 

●地域の資源 

居宅介護支援 3 か所  短期入所生活介護 3 か所 

訪問介護・総合事業訪問介護 1 か所  短期入所療養介護 1 か所 

訪問入浴介護 0 か所  福祉用具貸与・福祉用具販売 1 か所 

訪問看護 0 か所  小規模多機能型居宅介護 1 か所 

訪問リハビリテーション 1 か所  特定施設入居者生活介護 4 か所 

通所リハビリテーション 1 か所  認知症対応型共同生活介護 1 か所 

通所介護・総合事業通所介護 3 か所  介護老人福祉施設 3 か所 

地域密着型通所介護・総合事業通所介護 7 か所  介護老人保健施設 1 か所 

おでかけデイサービス 1 か所  その他の高齢者の住まい 2 か所 

2023（令和５）年 11 月現在 
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⑥ 川根中学校区 

地域包括支援センター 
高齢者あんしんセンター川根 

（川根中学校区地域包括支援センター） 

 

人口 4,080人 

65歳以上人口 
（高齢化率） 

2,021人 
（49.5％） 

要支援認定者数 79人 

75歳以上人口 
（後期高齢化率） 

1,189人 
（29.1％） 

要介護認定者数 258人 

2023（令和５）年10月１日現在 

 

介護老人福祉施設 
(特別養護老人ホーム) 

認知症対応型 
共同生活介護 

（グループホーム） 

特定施設入居者 
生活介護 

介護老人保健施設 

１施設（定員50人） １施設（定員18人） ０施設 ０施設 

 

地理的特徴 

●島田市の北部に位置し、面積の多くを森林と茶畑が占める。 

●小学校区：川根小学校 

●地区社協：川根身成地区社協 

●公共交通機関：大井川鐵道、バス路線。地区内にタクシー事業所がないため、地区内の移動にタ

クシーを利用できない。 

●医療機関、商店は人口の集まる中心部に集中し、周辺に点在する小集落から中心部までは距離が

ある。 

●高齢になっても農業に従事する人が多く、地域のつながりが強い。 

 

高齢者の状況 

●高齢化率は49.5％と市全体（32.0％）を17.5ポイ

ント上回り、市内で最も高い。 

●後期高齢化率は29.1％と、市全体（17.7％）を11.4

ポイント上回り、市内で最も高い。 

●認定率は16.7％と市全体（14.8％）を1.9ポイント

上回り、市内で２番目に高い。 

●圏域別要介護度別認定者割合（各地域の総人口を

千とした場合）では、要支援１・２、要介護１の

軽度者の割合は39人と市全体（21）を18人上回っ

ており、市内で最も多い。また、要介護４・５の

重度者は19人と市全体（10）を９人上回っており、

市内で最も多い。重度者が多い要因としては介護

老人福祉施設や認知症対応型共同生活介護が１

施設あることや市内で最も後期高齢化率が高い

ことが考えられる。 
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●人口の推移                ●高齢化率の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
※2025（令和７）年、2040（令和22）年は推計値 

 

●介護（介護予防）サービス利用者数（2023（令和５）年 10 月審査分） 

居宅サービス 
人 利用率％  

地域密着型サービス 
人 利用率％ 

月利用人数 対認定者数  月利用人数 対認定者数 

訪問介護 24 7.1%  認知症対応型通所介護 0 0.0% 

訪問入浴介護 8 2.4%  小規模多機能型居宅介護 25 7.4% 

訪問看護 22 6.5%  認知症対応型共同生活介護 10 3.0% 

訪問リハビリテーション 3 0.9%  地域密着型通所介護 5 1.5% 

通所介護 97 28.8%     

通所リハビリテーション 2 0.6%  
施設サービス 

人 利用率％ 

短期入所生活介護 29 8.6%  月利用人数 対認定者数 

短期入所療養介護 0 0.0%  介護老人福祉施設 49 14.5% 

居宅療養管理指導 19 5.6%  介護老人保健施設 22 6.5% 

特定施設入居者生活介護 7 2.1%  介護療養型医療施設 0 0.0% 

福祉用具貸与 142 42.1%  介護医療院 0 0.0% 

※利用率＝利用人数／2023（令和５）年９月末現在認定者数 

 

●地域の資源 

居宅介護支援 3 か所  短期入所生活介護 1 か所 

訪問介護・総合事業訪問介護 1 か所  短期入所療養介護 0 か所 

訪問入浴介護 1 か所  福祉用具貸与・福祉用具販売 0 か所 

訪問看護 0 か所  小規模多機能型居宅介護 1 か所 

訪問リハビリテーション 0 か所  特定施設入居者生活介護 0 か所 

通所リハビリテーション 0 か所  認知症対応型共同生活介護 1 か所 

通所介護・総合事業通所介護 3 か所  介護老人福祉施設 1 か所 

地域密着型通所介護・総合事業通所介護 0 か所  介護老人保健施設 0 か所 

おでかけデイサービス 1 か所  その他の高齢者の住まい 0 か所 

2023（令和５）年 11 月現在 
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４ アンケート調査結果からみた高齢者の状況 

 

（１）調査概要 
 

●調査方法 

 
介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 在宅介護実態調査 

①一般高齢者調査 ②要支援認定者調査 ③要介護認定者調査 

調査対象 
市内在住で、要介護認定・
要支援認定を受けていな
い65歳以上の高齢者 

市内在住で在宅の、要支援
認定を受けている方及び
事業対象者※１ 

市内在住で在宅の、要介護
認定を受けている方 

調査期間 2022（令和４）年12月８日 ～ 12月28日 

発送数 1,800 1,000 1,200 

有効回収数※２ 1,183 619 600 

有効回収率 65.7％ 61.9％ 50.0％ 

※１：事業対象者とは、「介護予防・日常生活支援サービス事業対象者」をいいます。 

※２：有効回収数とは、調査票に全く記入の無い白票や回答が著しく少ないものを除いた数です。 

●調査結果の見方 

・比率はすべて百分率であらわし、小数点以下第２位を四捨五入しています。このため、百分率の合

計が 100％にならないことがあります。 

・基数となるべき調査数は、Nと表示しており、回答比率はこれを 100％として算出しています。 

・複数の回答が許されている設問においては、回答比率の合計が 100％を超えることがあります。 

 

（２）属性別回答状況 
 

●性別 

 男性 女性 不明 

①一般高齢者調査 48.4％ 51.1％ 0.6％ 

②要支援認定者調査 28.8％ 71.2％ - 

③要介護認定者調査 42.3％ 57.7％ - 

●年齢 

 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 不明  

①一般高齢者調査 24.0％ 28.3％ 22.4％ 15.3％ 9.4％ 0.6％  

②要支援認定者調査 2.6％ 8.4％ 15.0％ 23.1％ 50.9％ -  

③要介護認定者調査 
65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 不明 

3.5％ 10.7％ 10.7％ 19.8％ 23.3％ 32.0％ - 

●中学校区 

 
島田第一 
中学校 

島田第二 
中学校 

六合 
中学校 

初倉 
中学校 

金谷 
中学校 

川根 
中学校 

不明 

①一般高齢者調査 22.7％ 20.3％ 14.6％ 13.2％ 22.4％ 6.2％ 0.6％ 

②要支援認定者調査 28.9％ 21.3％ 12.1％ 9.9％ 18.6％ 9.2％ - 

③要介護認定者調査 21.7％ 22.5％ 13.0％ 11.8％ 22.0％ 9.0％ - 
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（３）調査結果 
 

 

１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（一般高齢者調査/要支援認定者調査） 

 

①世帯構成と介護の状況 

【一般高齢者 問２ / 要支援認定者 問２】 

問 家族構成を教えてください｡（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世帯の状況では、ひとり暮らしの割合は、一般高齢者で13.2％、要支援認定者等で30.4％でした。 

【一般高齢者 問３ / 要支援認定者 問３】 

問 普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか｡（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・普段の生活での介護の必要度については、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」と

「現在、何らかの介護を受けている」を合わせた、“何らかの介護・介助が必要”な人は、一般高齢者

では6.4％、要支援認定者等では63.3％となりました。 

 

〇支援が必要な高齢者への対応が必要 

孤独・孤立の社会問題化は県の方針でも課題と指摘されており、要支援認定者等において約３割がひ

とり暮らしであること、約６割が何らかの介護・介助が必要であることから、今後の高齢化率の進行を

踏まえると、支援が必要な高齢者が増加することが予想されます。 

総括コメント 

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

13.2 

30.4 

34.4 

18.6 

5.2 

2.1 

34.1 

36.0 

11.7

9.5

1.4 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との２世帯

その他 無回答

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

92.6 

31.7 

4.7 

22.6 

1.7 

40.7 

1.0 

5.0 

0% 25% 50% 75% 100%

介護・介助は必要ない 何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている 無回答
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②運動機能低下状況と転倒リスク 

 

●運動機能低下状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11から問15の５問中３問以上、次の選択肢が回答された場合に、運動機能が低下していると判定しま

す。 

設問内容 選択肢 

問11 階段を手すりや壁をつたわらずに 

昇っているか 
３ できない 

問12 椅子に座った状態から何も 

つかまらずに立ち上がっているか 
３ できない 

問13 15分位続けて歩いているか ３ できない 

問14 過去１年間に転んだ経験があるか 
１ 何度もある 

２ １度ある 

問15 転倒に対する不安は大きいか 
１ とても不安である 

２ やや不安である 

 

年齢別 運動機能低下の該当状況 

 

 一般高齢者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

8.1 

61.2 

91.4 

37.3 

0.5 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

該当（運動機能低下） 該当しない 無回答

65～69歳
(N=284)

70～74歳
(N=335)

75～79歳
(N=265)

80～84歳
(N=181)

85歳以上
(N=111)

4.6

5.4

7.9

9.4

22.5

94.7 

94.6 

92.1 

89.0 

76.6 

0.7

1.7

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

該当（運動機能低下） 該当しない 無回答
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 要支援認定者・事業対象者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運動機能については、一般高齢者の8.1％、要支援認定者等の61.2％が運動機能の低下（設問11～15の

３問以上に該当）に該当し、一般高齢者でも85歳以上になると22.5％が該当しました。 

 

 

●転倒リスクについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14、問15の２問で、次の選択肢が回答された場合に、転倒リスクが高いと判定します。 

設問内容 選択肢 

問14 過去１年間に転んだ経験があるか 
１ 何度もある 

２ １度ある 

問15 転倒に対する不安は大きいか 
１ とても不安である 

２ やや不安である 

 

 

70～74歳
(N= 52)

75～79歳
(N= 93)

80～84歳
(N=143)

85歳以上
(N=315)

65～69歳
(N= 16)

87.5

53.8

58.1

55.2

64.8

12.5

46.2

37.6

44.1

34.0

4.3

0.7

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

18.5 

53.8 

80.9 

44.7 

0.6 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

該当（転倒リスク） 該当しない 無回答



 

48 

 

年齢別 転倒リスクの該当状況 

 

 一般高齢者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要支援認定者・事業対象者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・転倒リスクについては、一般高齢者では18.5％、要支援認定者等では53.8％が該当し、年齢別にみる

と、転倒リスクに該当する人の割合は、一般高齢者では85歳以上が最も高い年齢層に対し、要支援認

定者等では65～69歳が最も高く、他の年齢区分では約半数が該当となりました。 

 

 

〇要支援認定者等では年代にかかわらず転倒リスクが高い 

高齢者の転倒は大きな怪我等につながり、たった一度の転倒でも寝たきりにつながることもあるため、

高齢者の転倒リスクを下げる取組が重要です。要支援認定者等の61.2％が運動機能の低下に該当し、転

倒リスクは全ての年代で約半数が該当しています。 

 

総括コメント 

65～69歳
(N=284)

70～74歳
(N=335)

75～79歳
(N=265)

80～84歳
(N=181)

85歳以上
(N=111)

15.1

17.0

18.9

17.1

32.4

84.2 

83.0 

81.1 

81.2 

65.8 

0.7

1.7

1.8

0% 25% 50% 75% 100%

該当（転倒リスク） 該当しない 無回答

70～74歳
(N= 52)

75～79歳
(N= 93)

80～84歳
(N=143)

85歳以上
(N=315)

65～69歳
(N= 16)

62.5

55.8

50.5

55.9

53.0

37.5

44.2

45.2

43.4

45.7

4.3 

0.7 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%
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③閉じこもり傾向 

設問18は、閉じこもり傾向を問う設問です。「ほとんど外出しない」「週１回」に該当する選択肢が回

答された場合は、閉じこもり傾向のある高齢者になります。 

【一般高齢者 問12 / 要支援認定者 問12】 

問 週に１回以上は外出していますか｡（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別 週に１回以上は外出しているか 
 

 一般高齢者  

 

 

 

 

 

 

 

 要支援認定者・事業対象者  

 

 

 

 

 

 
 

・外出頻度については、一般高齢者の14.8％、要支援認定者等の52.9％が閉じこもり傾向とされる「ほ

とんど外出しない」または「週１回」と回答しました。性別にみると、閉じこもり傾向のある人は、

一般高齢者、要支援認定者等ともに女性の方がやや多くなりました。 

 

〇閉じこもり傾向は女性の方がやや多い 

県の指針において、高齢者の移動ニーズを把握することが課題と指摘されています。要支援認定者等

の52.9％が閉じこもり傾向にあり、女性の方が男性よりやや閉じこもり傾向が多くなっていることから、

要支援認定者等や女性を中心に移動ニーズを把握することが必要です。 

男性
(N=572)

女性
(N=604)

3.7 

3.8 

10.7 

11.4 

33.9 

51.0 

50.7 

32.9 

1.0

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 無回答

閉じこもり傾向 

総括コメント 

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

3.7 

22.9 

11.1 

30.0 

42.8 

39.6 

41.5 

6.5 

0.9

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 無回答

男性
(N=178)

女性
(N=441)

25.8

21.8

24.7

32.2

37.1

40.6

11.2

4.5

1.1

0.9

0% 25% 50% 75% 100%
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④かかりつけ医の有無 

【一般高齢者 問25 / 要支援認定者 問25】 

問 かかりつけ医がいますか。①～③にそれぞれ１つ回答してください。 

①医師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・かかりつけ医師が「いる」人は、一般高齢者、要支援認定者等ともに８割を超えました。 

 

 

〇かかりつけ医がいる割合は約８割 

かかりつけ医を持つことは全国的に推奨されています。かかりつけ医師が「いる」人は、一般高齢者、

要支援認定者等ともに８割を超えており、今後も増加させる取組を展開することが重要です。 

 

 

 

⑤心の健康 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括コメント 

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

82.9 

93.2 

12.8 

2.1 

4.3 

4.7 

0% 25% 50% 75% 100%

いる いない 無回答

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

32.5 

50.2 

66.1 

46.0 

1.4 

3.7 

0% 25% 50% 75% 100%

該当（うつ傾向） 該当しない 無回答
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問40、問41の２問で、いずれか１つでも次の選択肢が回答された場合に、うつ傾向と判定します。 

設問内容 選択肢 

問40 気分が沈んだり、 

ゆううつな気持ちになるか 
１ はい 

問41 物事に対して 

興味がわかないことなどがあるか 
１ はい 

 

性別 うつ傾向の該当状況 

 

 一般高齢者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要支援認定者・事業対象者  

 

 

 

 

 

 

 

・「うつ傾向」（設問40、41のいずれか一つでも該当）は、一般高齢者では32.5％、要支援認定者等では

50.2％となりました。性別にみると、要支援認定者等では男性で49.4％、女性で50.6％が「うつ傾向」

となりました。 

 

 

〇要支援認定者等の心身の健康への支援が必要 

心身の健康は介護度に影響するため、県の指針でも指摘されている要介護認定者や総合事業対象者の

増加という課題に直結します。要支援認定者等において、「うつ傾向」にある割合が50.2％となってお

り、要支援認定者等の心の健康への支援が必要です。 

 

総括コメント 

男性
(N=572)

女性
(N=604)

30.2 

34.1 

67.5 

65.2 

2.3 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

該当（うつ傾向） 該当しない 無回答

男性
(N=178)

女性
(N=441)

49.4

50.6

43.8

46.9

6.7

2.5

0% 25% 50% 75% 100%
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⑥健康について知りたいこと 

【一般高齢者 問33 / 要支援認定者 問33】 

問 健康について、どのようなことが知りたいですか｡（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康について知りたいことでは、一般高齢者では「認知症の予防」、「がんや生活習慣病にならないた

めの工夫」、「望ましい食生活」が多くあげられました。一方で、要支援認定者等では「認知症の予防」

に次いで、「望ましい食生活」、「寝たきりや介護の予防」が多くなりました。 

 

 

〇認知症予防の関心が高い 

一般高齢者、要支援認定者等どちらにおいても認知症の予防について知りたいという割合が高くなっ

ています。一方で認知症の相談窓口を知っている割合はともに14％程度になっており、予防と合わせて

相談先の周知が必要であることがわかります。 

 

 

総括コメント 

認知症の予防

がんや生活習慣病（高血圧など）に
ならないための工夫

望ましい食生活

運動の方法

寝たきりや介護の予防

歯の健康

健康診断・各種検診の内容や受け方など

うつ病の予防

その他

無回答

44.8 

41.3 

38.8 

22.7 

22.5 

12.7 

11.7 

5.9 

3.8 

8.8 

42.5 

27.1 

37.5 

28.1 

35.5 

11.1 

10.5 

7.4 

4.4 

10.8 

0% 20% 40% 60%

一般高齢者(N=1,183)

要支援認定者・

事業対象者(N=  619)
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⑦助け合い 

 

●日常生活上の支援が必要になったときに近所に望む支援 

【一般高齢者 問43 / 要支援認定者 問41】 

問 あなたやご家族に日常生活上の支援が必要になったとき、近所の人にどのような支援をしてほ

しいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常生活上の支援が必要になったときに近所に“してほしい支援”では、一般高齢者、要支援認定者

等ともに、「安否確認などの定期的な声かけ・見守り」、「急病など緊急時の手助け」、「災害時の手助け」

が多くなりました。 

 

介護を要する人などの短時間の
預かり

電球の取り替え

無回答

ゴミ出し

安否確認などの定期的な声かけ・
見守り

急病など緊急時の手助け

災害時の手助け

話し相手・相談相手

買い物

スマホ・パソコンの操作方法

ペットの世話

その他

特にない

通院などの付き添い

食事の支度

庭の手入れ（草取り）

掃除・洗濯

43.7 

35.2 

33.6 

24.9 

24.1 

17.2 

11.3 

10.7 

10.1 

9.2 

6.3 

5.0 

4.1 

3.3 

1.5 

18.9 

4.8 

38.8 

33.6 

33.4 

32.6 

27.0 

26.8 

18.1 

17.1 

16.6 

15.3 

5.3 

9.0 

3.9 

2.3 

1.6 

15.8 

6.5 

0% 20% 40% 60%

一般高齢者(N=1,183)

要支援認定者・

事業対象者(N=  619)
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●近所の高齢や病気・障がいなどで困っている人に対してできる支援 

【一般高齢者 問44 / 要支援認定者 問42】 

問 近所に、高齢や病気・障がいなどで困っている人がいた場合、あなたは、どのような支援ができ

ると思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・近所の高齢や病気・障がいなどで困っている人に対して“できる支援”では、一般高齢者では「安否

確認などの定期的な声かけ・見守り」が61.5％、要支援認定者等では「話し相手・相談相手」が36.5％

と最も多くなりました。 

 

〇安否確認などの定期的な声かけ・見守りは地域住民の助け合いで実現 

日常生活上の支援が必要になったときに近所に“してほしい支援”と“できる支援”は、一般高齢者

では「安否確認などの定期的な声かけ・見守り」が“してほしい支援”と“できる支援”の両方で最も

多くなっており、地域住民の助け合いで実現できる可能性があると考えられます。 

総括コメント 

食事の支度

介護を要する人などの短時間の
預かり

無回答

買い物

安否確認などの定期的な声かけ・
見守り

話し相手・相談相手

災害時の手助け

急病など緊急時の手助け

ゴミ出し

ペットの世話

スマホ・パソコンの操作方法

その他

特にない

通院などの付き添い

庭の手入れ（草取り）

電球の取り替え

掃除・洗濯

61.5 

41.9 

34.3 

33.5 

32.4 

32.3 

14.5 

14.1 

11.5 

8.7 

6.0 

4.9 

3.3 

2.9 

1.7 

8.9 

4.6 

27.6 

36.5 

7.1 

9.9 

12.6 

8.9 

4.2 

5.5 

2.4 

4.2 

4.5 

3.1 

1.8 

0.8 

6.1 

28.8 

13.6 

0% 25% 50% 75%

一般高齢者(N=1,183)

要支援認定者・

事業対象者(N=  619)
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⑧高齢者あんしんセンター 

 

●高齢者あんしんセンターの認知 

【一般高齢者 問46 / 要支援認定者 問44】 

問 高齢者あんしんセンター（地域包括支援センター）を知っていますか。（○は１つ） 

 

 一般高齢者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要支援認定者・事業対象者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者あんしんセンターの認知度については、「役割を知っている」と「名前は聞いたことがあるが、

役割までは知らない」を合わせた“知っている”は、一般高齢者では62.9％、要支援認定者等では80.7％

となりました。前回調査と比較すると、2019（令和元）年度の調査で“知っている”が一般高齢者で

は56.9％、要支援認定者等では78.0％だったことから、ともに認知度はやや向上しました。 

平成28年度
(N=414)

令和４年度
(N=619)

令和元年度
(N=596)

50.2

46.5

42.8

30.5

31.5

28.7

13.4

15.4

19.6

5.8

6.5

8.9

0% 25% 50% 75% 100%

令和４年度
(N=1,183)

令和元年度
(N=1,191)

平成28年度
(N=1,014)

平成25年度
(N=  853)

25.3 

25.0 

21.5 

14.9 

37.6 

31.9 

35.1 

35.4 

33.9 

39.2 

39.5 

40.9 

3.2 

3.9 

3.8 

8.8 

0% 25% 50% 75% 100%

役割を知っている 名前は聞いたことがあるが、役割までは知らない 知らない 無回答
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●高齢者あんしんセンターに特に力を入れてほしい事業 

【一般高齢者 問47 / 要支援認定者 問45 】 

問 今後、高齢者あんしんセンター（地域包括支援センター）に特に力を入れてほしい事業は何です

か。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者あんしんセンターに特に力を入れてほしい事業では、一般高齢者では「在宅介護に関する相談」、

「認知症に関する相談」、「高齢者世帯の訪問」が多く、要支援認定者等では「在宅介護に関する相談」、

「高齢者世帯の訪問」、「介護予防事業（介護予防教室・健康相談など）」が多くなりました。 

 

 

〇高齢者あんしんセンターの認知度の上昇、在宅介護のニーズが高い傾向 

高齢者あんしんセンターの認知度は一般高齢者では62.9％、要支援認定者等では80.7％となっており、

2019（令和元）年度の調査から比べて上昇しています。また、力を入れてほしい事業では「在宅介護に

関する相談」が最も多く、後述の自宅で介護を受けたい割合が半数を超えることからも、在宅介護をど

のように実現すればよいのかという意識が高いことがわかります。 

総括コメント 

無回答

生活費・金銭管理に関する相談

高齢者以外の相談

その他

わからない

高齢者の権利を守る事業
（虐待への対応・消費者被害防止・
成年後見制度の利用など）

在宅介護に関する相談

認知症に関する相談

高齢者世帯の訪問

介護予防事業
（介護予防教室・健康相談など）

夜間・休日の相談対応

47.1 

26.5 

24.2 

21.8 

17.1 

9.0 

6.9 

2.5 

1.4 

21.5 

7.8 

49.1 

20.8 

31.0 

21.3 

16.2 

6.8 

5.0 

1.1 

1.6 

17.9 

9.2 

0% 20% 40% 60%

一般高齢者(N=1,183)

要支援認定者・

事業対象者(N=  619)
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⑨今後の暮らし 

 

●どのような介護を受けたいか 

【一般高齢者 問54 / 要支援認定者 問53】 

問 あなたに介護が必要となった場合、どのような介護を受けたいと思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのような介護を受けたいかでは、「自宅で、家族の介護だけを受けたい」と「自宅で、家族の介護を

受けながら、ホームヘルパーやデイサービスなどを利用したい」を合わせた“自宅で介護を受けたい”

は、一般高齢者で60.8％、要支援認定者等で54.8％となりました。 

 

●どのように介護をしたいか 

【一般高齢者 問55 / 要支援認定者 問54】 

問 あなたの家族に介護が必要になった場合、どのように介護をしたいと思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

10.8 

8.1 

50.0 

46.7 

16.9 

20.7 

1.6 

1.3 

15.0

12.6

5.7

10.7

0% 25% 50% 75% 100%

自宅で、家族の介護だけを受けたい

自宅で、家族の介護を受けながら、ホームヘルパーやデイサービスなどを利用したい

老人ホームなどの施設に入所・入居したい

その他

わからない

無回答

一般高齢者
(N=1,183)

要支援認定者・
事業対象者

(N=619)

7.0 

4.4 

55.6 

38.8 

12.8 

12.3 

1.4 

1.3 

11.1 

18.6 

5.6 

10.7 

6.5 

14.1 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅で、家族だけで介護をしたい

自宅で、ホームヘルパーやデイサービスなどを利用しながら家族で介護をしたい

老人ホームなどの施設に入所・入居させたい

その他

わからない

家族はいない

無回答
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前回比較 どのように介護をしたいか 

 

 一般高齢者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要支援認定者・事業対象者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 2016（平成28）年度は「自宅で家族だけの介護を受けさせたい」、2013（平成25）年度は「なるべく家族のみで、自宅で介護したい」 

※２ 2016（平成28）年度は「自宅で、介護保険サービス（ホームヘルパーなど）を活用しながら介護を受けさせたい」、 

2013（平成25）年度は「介護保険制度のサービスや福祉サービスを使いながら、自宅で介護したい」 

 

・どのように介護をしたいかでは、「自宅で、家族だけで介護をしたい」と「自宅で、ホームヘルパーや

デイサービスなどを利用しながら家族で介護をしたい」を合わせた“自宅で介護をしたい”は、一般

高齢者で62.6％、要支援認定者等で43.2％となりました。経年でみると、一般高齢者では「自宅で、

家族だけで介護をしたい」は年々減少傾向にあります。要支援認定者等では2019（令和元）年度結果

と同様の傾向となりました。 

令和４年度
(N=1,183)

令和元年度
(N=1,191)

平成28年度
(N=1,014)

平成25年度
(N=  853)

7.0 

7.6 

11.2 

21.5 

55.6 

56.2 

48.6 

43.6 

12.8 

12.7 

13.4 

11.0 

1.4 

1.5 

1.3 

11.1

12.4

14.9

11.5

5.6

4.2

4.5

6.5

5.4

7.3

11.1

0% 25% 50% 75% 100%

自宅で、家族だけで介護をしたい※１

自宅で、ホームヘルパーやデイサービスなどを利用しながら家族で介護をしたい※２

老人ホームなどの施設に入所・入居させたい

その他（平成28年度はなし）

わからない

家族はいない

無回答

平成28年度
(N=414)

令和４年度
(N=619)

令和元年度
(N=596)

4.4

4.9

2.6

38.8

37.4

64.0

12.3

11.1

18.6

1.3

3.0

18.6

20.6

13.4

10.7

9.9

0.9

14.1

13.1

0.6

0% 25% 50% 75% 100%
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●自宅で暮らし続けるために必要な支援 

【一般高齢者 問57 / 要支援認定者 問56】 

問 ずっと自宅で暮らし続けるために、どのような支援があればいいと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自宅で暮らし続けるために必要な支援について、一般高齢者は、前回調査では「通院時などの送迎サー

ビス」、「緊急時に通報できる装置を貸与するサービス」、「配食サービス」の順で多くなっていました

が、本調査では、「緊急時に通報できる装置を貸与するサービス」、「医師の訪問診療」、「配食サービス」

の順で多くなりました。要支援認定者等は、前回調査では「通院時などの送迎サービス」、「災害時な

どの避難に必要な手助け」、「医師の訪問診療」の順で多くなっていましたが、本調査では、「通院時な

どの送迎サービス」、「災害時などの避難に必要な手助け」、「配食サービス」の順で多くなりました。 

 

 

〇自宅での介護の要望は高い一方で、一般高齢者で意識の変化がある 

“自宅で介護を受けたい”は、一般高齢者で60.8％、要支援認定者等で54.8％とともに半数以上となっ

ていますが、一般高齢者においては2019（令和元）年度調査と比較して減少傾向にあります。自宅に暮

らし続けるために必要な支援においても、前回調査で最も多かった「通院時などの送迎サービス」が５

番目になっており、一般高齢者の中では在宅介護の要望が変化していると考えられます。 

 

総括コメント 

緊急時などの短期宿泊サービス

その他

無回答

自宅をバリアフリーに改修する
ための補助

デイサービスなどの通所
サービス

夜間や休日の訪問介護や
訪問看護

災害時などの避難に必要な
手助け

通院時などの送迎サービス

掃除や食材の買出しなどの
家事の簡単な手伝い

緊急時に通報できる装置を
貸与するサービス

医師の訪問診療

配食サービス

30.1 

29.3 

28.5 

26.8 

26.6 

21.4 

20.2 

16.1 

13.4 

12.0 

1.9 

9.3 

19.5

25.5

26.8

28.8

30.5

21.2

16.5

18.1

10.3

13.2

2.1

13.6

0% 10% 20% 30% 40%

一般高齢者(N=1,183)

要支援認定者・

事業対象者(N=  619)
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２ 在宅介護実態調査（要介護認定者調査） 

 

 

①世帯構成 

【要介護認定者 問２】 

問 世帯の状況を教えてください。(○は１つ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別 世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・世帯の状況については、単身世帯が16.3％、夫婦のみの世帯が26.0％、その他の世帯が56.0％で、要

介護度が重くなるほど単身世帯は減少傾向にありました。 

 

 

〇要介護者で単身世帯が16％ 

要介護認定者において、要介護度が重くなるほど単身世帯は減少傾向にあるものの、単身世帯が

16.3％となっており、支援や介護が必要である一方で、単身で暮らす高齢者が一定程度いることがわか

ります。 

 

 

総括コメント 

要介護認定者
(N=600)

16.3 26.0 56.0 1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答

要介護１
(N=202)

要介護２
(N=167)

要介護３
(N=113)

要介護４
(N= 72)

要介護５
(N= 46)

24.8

15.6

12.4

5.6

8.7

23.8 

29.9 

23.0 

33.3 

17.4 

50.0 

53.9 

60.2 

61.1 

71.7 

1.5

0.6

4.4

2.2

0% 25% 50% 75% 100%

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答
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②かかりつけ医の有無 

【要介護認定者 問６】 

問 かかりつけ医がいますか。①～③にそれぞれ１つ回答してください。 

①医師 

 

 

 

 

 

 

・かかりつけ医師が「いる」人は94.3％、かかりつけ医師が「いる」人のうち訪問診療を利用している

人は、17.3％となりました。 

 

 

〇かかりつけ医がいる割合は９割以上 

かかりつけ医を持つことは全国的に推奨されています。かかりつけ医師が「いる」人は、要介護認定

者で９割を超えており、今後も100％を目指して増加させる取組を展開することが重要です。 

 

 

総括コメント 

要介護認定者
(N=600)

94.3 3.3 2.3 

0% 25% 50% 75% 100%

いる いない 無回答
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③成年後見制度 

 

●成年後見制度の認知 

【要介護認定者 問13】 

問 成年後見制度を知っていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

・成年後見制度を知っているかでは、「内容を知っている」と「名前は聞いたことがあるが、内容までは

知らない」を合わせた“知っている”は、69.9％となりました。前回調査と比較すると、「知らない」

が減少し、“知っている”は、10ポイント以上増加しています。 

 

●島田市成年後見支援センターの認知 

【要介護認定者 問14】 

問 島田市成年後見支援センターを知っていますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

・島田市成年後見支援センターの認知度については、「役割を知っている」と「名前は聞いたことがある

が、役割までは知らない」を合わせた“知っている”は、32.5％となりました。前回調査と比較する

と、「知らない」が減少し、“知っている”は、10ポイント以上増加しています。 

 

 

〇成年後見制度の認知度は半数以上、市の事業の認知は低い一方で、認知度は上昇 

成年後見制度の認知度は69.9％、島田市成年後見支援センターの認知度については32.5％となってお

り、市の支援センターについての認知度が成年後見制度についての認知度より下回っていますが、前回

調査と比較してともに認知度は10ポイント以上上昇しており、要介護認定者の認知度は高まってきてい

るといえます。 

総括コメント 

.

要介護認定者
(N=600)

24.7 45.2 28.5 1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

内容を知っている 名前は聞いたことがあるが、内容までは知らない 知らない 無回答

要介護認定者
(N=600)

6.7 25.8 65.7 1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

役割を知っている 名前は聞いたことがあるが、役割までは知らない 知らない 無回答
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④今後の暮らし 

 

【要介護認定者 問18】 

問 あなたは、今後、どのような介護を受けたいと思いますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 2013（平成25）年度は「なるべく家族のみで、自宅で介護してほしい」 

※２ 2016（平成28）年度は「自宅で、介護保険サービス（ホームヘルパーなど）を活用しながら介護を受けたい」、 

2013（平成25）年度は「介護保険制度のサービスや福祉サービスを使いながら、自宅で介護してほしい」 

 

・どのような介護を受けたいかでは、「自宅で、家族の介護だけを受けたい」と「自宅で、家族の介護を

受けながら、ホームヘルパーやデイサービスなどを利用したい」を合わせた“自宅で介護を受けたい”

は、71.0％となりました。前回調査と比較すると、「自宅で、家族の介護だけを受けたい」はやや増加

しています。 

令和４年度
(N=600)

令和元年度
(N=609)

平成28年度
(N=443)

平成25年度
(N=853)

9.7 

6.4 

16.3 

23.8 

61.3 

61.7 

40.0 

34.6 

10.2 

14.3 

12.0 

18.8 

1.7 

2.5 

1.1 

14.7

11.5

23.3

12.8

2.5

3.6

8.6

9.0

0% 25% 50% 75% 100%

自宅で、家族の介護だけを受けたい※１

自宅で、家族の介護を受けながら、ホームヘルパーやデイサービスなどを利用したい※２

老人ホームなどの施設に入所・入居したい

その他（平成28年度はなし）

わからない

無回答
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⑤終末期 

 

●希望する終末期の医療 

【要介護認定者 問20】 

問 終末期を迎えたときに、あなたはどのような医療を望みますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・希望する終末期の医療については、「自宅での医療を基本とし、必要があれば入院したい」が35.7％、

次いで「自宅で通院や往診による医療を受けたい」が22.7％、「わからない」が17.7％となり、前回調

査と比較すると、大きな差異はありませんでした。 

 

令和４年度
(N=600)

令和元年度
(N=609)

平成28年度
(N=443)

22.7 

18.1 

19.6 

35.7 

36.1 

33.9 

8.8 

10.7 

9.5 

13.3 

15.9 

12.0 

17.7

15.9

18.5

1.8

3.3

6.5

0% 25% 50% 75% 100%

自宅で通院や往診による医療を受けたい

自宅での医療を基本とし、必要があれば入院したい

入院して医療を受けたい

老人ホームなどの施設で医療や介護を受けたい

わからない

無回答
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●延命治療についての考え 

【要介護認定者 問21】 

問 あなたが終末期を迎えたときの、延命治療（心肺蘇生、人工呼吸器の装着、胃ろうなどの経管栄

養、人工透析の開始）の考え方について聞かせてください。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●延命治療について誰かと話し合ったことはあるか 

【要介護認定者 問22】 

問 延命治療についてのあなたの考えを、誰かと話し合ったことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

・延命治療についての考えでは、「延命治療は受けたくない」が66.2％と半数を超えました。延命治療に

ついての考えを一度でも誰かと話し合ったことが“ある”と答えた人は、４割を超えました。 

 

要介護認定者
(N=600)

7.5 66.2 25.5 0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

延命治療を受けたい 延命治療は受けたくない わからない 無回答

要介護認定者
(N=600)

24.3 16.3 57.2 2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

何度もある １度ある ない 無回答
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●「リビング・ウイル」の作成状況 

【要介護認定者 問23】 

問 あなたは、「リビング・ウイル」を作成していますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

●「リビング・ウイル」を作成していない理由 

【要介護認定者 問23①】 

問 作成していない理由は何ですか。（○は１つ） 

リビング・ウイルを「作成していない」と答えた方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「リビング・ウイル」を作成しているかでは、「作成していない」が９割を超えています。作成してい

ない理由については、「リビング・ウイルを知らない」が半数を超えました。 

 

〇自宅で最期を迎えたい一方で、準備ができていない可能性がある 

“自宅で介護を受けたい”は、71.0％となっており、前回よりも上昇傾向にあります。また、希望す

る終末期の医療については、在宅医療の希望が多くなっています。延命治療についての考えを一度でも

誰かと話し合ったことが“ある”が４割を超える一方で、リビング・ウイルを作成している割合は１割

以下となっており、延命治療についての話をしている一方で具体的な準備に至っている割合は低いと考

えられます。リビング・ウイルの認知が低いことからも要介護認定者において周知を展開していく必要

があります。 

総括コメント 

要介護認定者
(N=600)

2.0 94.5 3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

作成している 作成していない 無回答

無回答

その他

まだ早いと思っている

口頭で伝えてある

作成の仕方がわからない

自分の意思が決まっていない

必要性を感じない

リビングウィルを知らない

6.2 

7.8 

7.6 

6.9 

5.5 

56.4 

2.1 

7.6 

0% 20% 40% 60%

N=567
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⑥主な介護者について 

 

【要介護認定者 問27】 

問 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください。（○は１つ） 

家族や親族からの介護が「ある」と答えた方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主な介護者については、配偶者及び子（子の配偶者を含む）が94.7％を占め、性別では女性が68.4％

を占めました。また、年齢は50代が20.6％、60代が33.5％、70代が24.6％、80歳以上が16.1％で、50

代以上が９割以上を占めました。 

 

 

〇70歳以上が介護を行う老々介護が約４割 

主な介護者は配偶者及び子（子の配偶者を含む）が約95％と大半を占め、70歳以上が介護を行う老々

介護が約４割となっています。介護離職については１割程度となっており、今後も働きながら介護を続

けていけるかで、“続けていくのは難しい”も１割程度となっている一方で、高齢となっている介護者が

多い点から、高齢の介護者への支援が求められます。 

総括コメント 

70代

80歳以上

わからない

無回答

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

0.0 

0.2 

0.6 

3.2 

20.6 

33.5 

24.6 

16.1 

0.4 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=472
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⑦介護を理由に仕事を辞めた家族・親族 

 

【要介護認定者 問32】 

問 家族や親族の中で、ご本人の介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた方はいます

か。（○はいくつでも） 

家族や親族からの介護が「ある」と答えた方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・過去１年に介護を理由に仕事を辞めた人はいるかでは、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいな

い」が67.4％となりました。介護者にかかわらず仕事を辞めた、あるいは転職したと回答した人は、

12.8％となりました。 

無回答

主な介護者以外の家族・親族が転職
した

介護のために仕事を辞めた家族・
親族はいない

わからない

主な介護者が仕事を辞めた
（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が
仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

10.2 

1.5 

1.1 

0.0 

67.4 

2.8 

17.4 

0% 20% 40% 60% 80%

N=472
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⑧現在の生活を継続していく上で介護者が不安に感じる介護 

【要介護認定者 問33】 

問 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護などは何ですか。 

（○は３つまで）※現状で行っているか否かは問いません。 

家族や親族からの介護が「ある」と答えた方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主な介護者が不安を感じている介護については、前回調査では「認知症状への対応」、「夜間の排泄」、

「外出の付き添い、送迎等」の順で多くなっていましたが、本調査では「認知症状への対応」、「夜間

の排泄」、「入浴・洗身」の順で多くなりました。 

 

〇認知症状への対応が主な介護者の悩み 

主な介護者が不安を感じている介護については、前回調査と今回の調査両方で、「認知症状への対応」が

最も多くなっている点から、介護者の主な介護の悩みは「認知症状への対応」であることがわかります。 

総括コメント 

無回答

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

屋内の移乗・移動

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

衣服の着脱

食事の介助（食べる時）

服薬

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

食事の準備（調理等）

認知症状への対応

夜間の排泄

入浴・洗身

外出の付き添い、送迎等

日中の排泄

37.7 

28.8 

19.3 

18.6 

18.4 

14.8 

11.2 

11.0 

9.5 

8.1 

7.6 

7.4 

7.2 

3.2 

5.3 

10.4 

1.1 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40%

N=472
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⑨介護者の状況 

 

●今後も働きながら介護を続けていけるか 

【要介護認定者 問34③】 

問 主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（○は１つ） 

主な介護者の方が「フルタイムで働いている」または「パートタイムで働いている」と答えた方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●介護をしていて感じる苦労 

【要介護認定者 問35】 

問 主な介護者の方は、介護をしていてどんなことに苦労を感じますか。（○はいくつでも） 

家族や親族からの介護が「ある」と答えた方のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も働きながら介護を続けていけるかでは、「続けていくのは、やや難しい」と「続けていくのは、

かなり難しい」を合わせた“続けていくのは難しい”は11.0％となりました。また、介護をしていて

感じる苦労については、「自分の時間が少ない」、「介護のために気が抜けない」、「体力的な負担が大き

い」が多くあげられました。 

要介護認定者
(N=200)

11.0 55.5 9.0 2.0 22.5

0% 25% 50% 75% 100%

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、
わからない

無回答

自分の時間が少ない

介護のために気が抜けない

体力的な負担が大きい

介護にお金がかかり経済的に
苦しい

家族などから感謝の言葉がない

介護について相談する人がいない

51.9 

48.3 

47.0 

18.2 

9.5 

5.3 

7.2 

13.1 

0.8 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80%

N=472


